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２０２３年度 鶴が丘はあとネット 定例総会議案書 

 

議 題 

《第 1 号議案》 ２０２２年度事業報告 

《第 2 号議案》 ２０２２年度収支決算及び監査報告 

《第３号議案》 ２０２３年度事業計画（案） 

《第４号議案》 ２０２３年度収支予算（案） 

《第５号議案》 はあとネット理事・監事の選任（案） 

《第６号議案》 その他の報告事項 

 

 

 

日時：２０２３年５月１４日（日） 

   １０時～１２時 

場所：松森市民センター 
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《 第１号議案 》 2022 年度事業報告 

 ３年連続のコロナ感染の影響が続き、計画していたことが実行できない状況

は昨年と変わりませんでした。ただし、JCOM からの協力依頼（協賛金）が あ

りその点は収支上もプラスに働き、会員の IT リテラシー向上（スマホ教室）

のニーズにも大いに役立ちました。そのスマホ教室は、ほぼ計画通りに６回

コースを修了しました。 

【2022 年度の活動状況】 

1. はあとネット利用者・活動者の登録状況 

2022 年度は利用者 110 名程度、活動者は 60 名程度（毎月多少の増減あり）

であり、大きな変動はありません。ただし、今年度は松陵地区への活動拡大

を目指しイベントを行った結果、活動者４名の登録を確保しました。 

前年度は活動者の新規登録はなかったので、大きな成果だったと思います。 

 地道な紹介活動とともにイベントなどの具体策で行動することも重要な

ことだと思います。 

２．通常活動図１に、新型コロナ感染発生以前の 2019 年、蔓延以後の３年間

ける月間活動数の比較を示しました。発足時から 2019 年度までは活動件数

は順調に増加の一途を辿り、年間で 1200 件超を記録しました。しかし、感

染が始まったその後の3年間コロナにより一転して件数が約3割減まで落ち 
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込みました。3 年連続の活動件数の大幅減少は手数料収入の減額に繋がりま

すので、事務局経費の節減は勿論のこと、他の収入源を模索している状況

です。 

そのような意味合いで JCOM の協賛金は大変大きいといえます。逆にコロナ

が収束したら、夏の除草関連の忙しさと付き添いの増加にも準備が必要かと

思っています。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．図２に活動内容別棒グラフを表示しています。主要活動の除草+剪定で 

228 件、病院付き添い+買い物付き添いで 241 件となっています。（ゴミ出し

が 92 件となっていますが、これは除草とセットです）これら主要活動で全

体の 68％を占めています。ただし、付き添い関係はコロナで病院への通院

が毎月だったものを 2 か月に１回などと減らしているので、ここ３年間の

特徴といえる傾向だと思います。 

３．イベント的活動状況の詳細 

●「利用者お茶の間サロン」年度も年度当初より新型コロナウィルス感染に

伴う状況から、５月２日、９月２１日に開催を予定しておりましたが２回

とも中止しました。 

●「活動者交流会」（１０月１日開催予定）も延期としまして、２月２１日

に実施。 

●「活動者サロン」（一丁目集会所）を毎月行う予定で７月１２日に一回目

を行いましたが、出席者が９人（事務局が４人）でした。出席者が少なく

次回以降は保留としています。 
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●「はあとネット」松陵地区説明会（主な目的は活動者リクルート）を開催

しましたが、参加者は４名だけという結果でした。 

 ●「笑いと雑学の公演会」開催 松陵地区説明会が失敗という結果でしたが、

松陵地区への PR と活動者リクルートをなんとか結果を出したいというこ

とで１１月２９日に開催、約４０人が参加。アンケートも取りその後電話

でのフォローも実施し、４人の活動者をリクルートできた。内容は①笑っ

亭９０４の漫談、②同下田達雄の「宮城県+α」の面白不思議地名の講演、

③斉藤政昭氏のドジョウすくい踊り+漫談。成功ポイントは、やはり参加

者がコロナ過で笑いを求めていたから参加者が多かったのではないかと

推測します。 

●「シニアのためのスマホ教室」２０２２年１０月２７日に鶴が丘一丁目南 

集会所にてシニアのためのスマホ教室（月一回の６回コースの予定・一回

（２時間）を開催しました。Ｊ：ＣＯＭ仙台様の協力を得て、我々スタッフ

も交えると受講者と一対一程（専門の講師は４人ほど）の手厚い教室にな

りました。受講者は丁度１０人で、８０歳以上の方も数人おられ、我が鶴が

丘はあとネットの会員はモチベーションの高い方が多くおられると感心し

ました。「アプリって何ですか？」という質問も飛び交い、一時講師も戸惑

う場面がありました。２月１７日までに４回終了。 

 

《第 2号議案》 ２０２２年度収支決算報告 

  別紙、参照願います。 
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《第３号議案》 2023 年度事業計画（案） 

【２０２３年度の活動予定】 

1. 理 事 会  ２０２３年１０月２５日（水）、２０２４年３月１３日（水） 

         １丁目集会所、18：00～20：00 

2. 会計監査   ２０２４年 ３月３０日（土） 

         はあとネット事務局、13：00～16：00 

3. はあとネット総会 ２０２３年 ５月１４日（日） 

         松森市民センター、10：00～11：30 

4. 活動者交流会   ２０２３年 ９月１３日（水） 

         ２０２４年 １月２０日（土） 

     鶴が丘コミュニティセンター、10：00～12：00 

     お茶の間サロン（利用者・活動者：下田）   

２０２３年６月２０日（火） １０月１１日（水） 

1 丁目集会所、2 時間程度の談話会を予定 

活動者にスタッフ協力依頼 

5. スマートフォーン教室（J:COM 仙台との共催）８回／年を予定 

          募集対象エリアは鶴が丘団地 

６．笑いと雑学の公演会：鶴が丘地区にて実施し、これを活用して活動者 

・事務局員のリクルート活動に活用する。 

２０２３年７月１１日（火）  

 

《第４号議案》 ２０２３年度収支予算（案） 

別紙、参照願います。 
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《第５号議案》 はあとネット理事・監事の選任（案） 

 
鶴が丘はあとネット理事・監事 候補者 

理事長 千葉 均  

理事  森本 修  

理事  熊坂 博行  

理事  佐藤 哲也  

理事  諏訪部哲司  

理事  大槻 直哉  

理事  油井  了  

理事  岡野  満  

理事  下田 達雄   

監事  佐々木照雄    

監事  松原  哲成  

 

 

《第６号議案》その他の報告事項 

事務局員の辞任 渡辺政幸（２０２２年１２月）、 

大槻恵子（２０２３年３月） 

   

 

 

         


